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現 行 改正案 備  考

第２節 工事施行に伴う申請手続等

１ 給水装置工事の施行承認

1.1 施行承認の意義

給水装置の工事をしようとする者は，あらかじめ管理者に申し込み，その承認を受けなければな

らない。

これは，管理者の配水管を損傷しないこと，他の需要者への給水に支障を生じたり危害を与えな

いこと，また，水道水質の確保に支障を生じないこと等の確認をするためである。

※ 管理者の承認を受けずに給水装置の工事を施工したものは，条例第 32 条第 1 号の規定により

過料が科せられる。

1.2 施行承認する工事

⑴ 給水装置を新設する工事

⑵ 給水装置を改造する工事

⑶ 給水装置を修繕(法第16条の 2第 3項の厚生労働省で定める給水装置の軽微な変更を除く)する工

事

⑷ 給水装置を撤去する工事

1.3 承認要件

⑴ 給水区域内であって，当該給水装置の設置が可能な立地条件にあること。

⑵ 当該給水装置による計画使用水量が，分岐予定の配水管又は既設給水装置の給水能力の範囲内で

あること。

⑶ 当該給水装置の口径は適正であること。

⑷ 計画使用水量は，効率的な使用方法に基づき算出されたものであること。

⑸ メーターの設置基準及び性能基準に適合していること。

⑹ 当該給水装置の設置場所に使用見込みのない既設給水装置がある場合は，その既設給水装置を撤

去すること。

⑺ その他給水装置の管理に支障を及ぼさないこと。

1.4 施行承認の申込み

施行承認の申込みは，施行規程に定める様式に必要事項を記入して管理者に提出する。

⑴ 『給水装置工事申請・設計書 兼 受水槽以下設備工事届出書』(施行規程様式第 1 号)の所定欄

に必要事項を記入して管理者に提出する。

  ア 装置場所

    給水装置を使用する場所の所在地を記入する。

  イ 申請者，使用者

    給水装置を設置する者(申請者)の現住所及び氏名を記入し押印する。法人等の場合，代表者氏
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名も記入する。また，氏名及び代表者氏名にフリガナを記入する。

    給水装置を使用する者(使用者)の氏名を記入し押印する。法人等の場合，代表者氏名も記入す

る。また，氏名及び代表者氏名にフリガナを記入する。

  ウ 給水装置番号

  エ 幹線所有者・土地所有者・家屋所有者

    当該給水装置において利害関係人が存在する場合には，承諾を確認する。

  オ 委任状

    給水装置工事の申請及び工事施行その他工事に関する一切の事項を指定給水工事業者に委任

するためのものである。委任の範囲において，申請者と指定給水工事業者双方が納得したうえで

押印提出されるものである。

    管理者への申請等に関する委任事項は次のとおりである。

(ｱ) 工事の施行承認等工事に伴う管理者への諸手続き

(ｲ) 工事施行

(ｳ) 工事に係わる給水負担金，設計審査・工事検査手数料の納付又は還付に関する一切の権限

  カ 誓約書

    給水装置について第三者から異議の申立てを受けたときは，私方で責任をもって解決するこ

と，水道メーター及び給水装置は条例にしたがい管理することを誓約するものである。誓約内容

について申請者が納得したうえで押印提出されるものである
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給水装置工事施行基準（新旧対照表）

現 行 改正案 備  考

７ 止水栓ボックス及び仕切弁室

⑴ 止水栓ボックスは，鋳鉄製又は FRP 製の内径 15 ㎝以上のものを使用する。なお，

公道上は仕切弁室を使用し，敷地内は深さ 25 ㎝以上のものを使用する。

⑵ 敷地内の青銅製仕切弁は，仕切弁室又は止水栓ボックスを使用し，ハンドル深さ

は 20 ㎝から 40 ㎝とする。ただし，車両等の乗る所は，仕切弁室とする。

⑶ 仕切弁室は，レジンコンクリート製又は鉄筋コンクリート製，蓋は鋳鉄製とする。

ただし、公道及び公道に準ずる場所に設置する仕切弁室は、レジンコンクリート製

とする。

図 3‐77

⑷ ボックス及び室類は，雨水及び土砂等が浸入しないように据え付ける。

⑸ 据え付け高さは復旧面と同一高さとする。

８ 逆止弁の設置

  配水管への水質汚染事故を未然に防止するために、メーターの下流側に逆止弁を設置す

ること。

設置図等については、(図 3‐84～90)参照のこと。

-90-
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９ 磁気活水器等の設置

磁気活水器等を取り付ける場合は、水道メーターに影響が出ないように、水道メーター下流側で

50ｃｍ以上の離隔をとること。
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9.磁気活水器等の設置

を追加。
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給水装置工事施行基準（新旧対照表）

現 行 改正案 備  考

資料６

特定施設水道連結型スプリンクラー設備の取扱いについて

１ 目 的

社会福祉施設における防火安全対策のための消防法施行令等一部改正に伴い，小規模社会福祉施設

において，新たにスプリンクラー設置が義務づけられた（一部の施設で適用除外特例あり）。

特定施設水道連結型スプリンクラー設備のうち，水道直結部分については，水道法第 3 条第 9 項

に規定する「給水装置」に該当することから，ここに取扱いを定めるものとする。また，特定施設水

道連結型スプリンクラー設備の計画・調査から設置までの手続きに関しては，（図 1）を参照するこ

と。

２ 用語の定義

⑴ 小規模社会福祉施設

   消防法施行令別表 1⑹項ロに定める防火対象物のうち，延べ面積 275 ㎡以上 1,000 ㎡未満のもの

⑵ 特定施設水道連結型スプリンクラー設備

  小規模社会福祉施設に設置されるスプリンクラー設備のうち，当該スプリンクラーに使用する配

管が水道の用に供する水管に連結されたもの

⑶ 水道直結式スプリンクラー設備

  特定施設水道連結型スプリンクラー設備のうち，水道法第 3 条第 9 項に規定する給水装置に直

結する範囲に設置されるもの

⑷ 水道連結型水槽式スプリンクラー設備

特定施設水道連結型スプリンクラー設備のうち，受水槽又は補助水槽（以下「水槽」という。）

までの配管等が水道の用に供する水管に連結し，水槽以下にスプリンクラー設備を設置するもの

参－36

資料７

特定施設水道連結型スプリンクラー設備の取扱いについて

１ 目 的

医療施設、社会福祉施設における防火安全対策のための消防法施行令等一部改正に伴い，スプリ

ンクラー設置義務の要件が改正された。

そのうち、特定施設水道連結型スプリンクラー設備の一部については、水道法第 3 条第 9 項に規

定する「給水装置」に該当することから，ここに取扱いを定めるものとする。また，特定施設水道

連結型スプリンクラー設備の計画・調査から設置までの手続きに関しては，（図 1）を参照すること。

２ 用語の定義

⑴ 特定施設水道連結型スプリンクラー設備

   スプリンクラー設備のうち，その配管が水道の用に供する水管に連結されるなどの構造をもつ

もので、消防法施行令 12 条 2 項 3 号の 2(※)に規定されているもの。

⑵ 水道直結式スプリンクラー設備

  特定施設水道連結型スプリンクラー設備のうち，水道法第 3 条第 9 項に規定する給水装置に直

結する範囲に設置されるもの

⑶ 水道連結型水槽式スプリンクラー設備

特定施設水道連結型スプリンクラー設備のうち，受水槽又は補助水槽（以下「水槽」という。）

までの配管等が水道の用に供する水管に連結し，水槽以下にスプリンクラー設備を設置するもの

※ 消防法施行令 12 条 2 項 3 号の 2 の要旨

「延べ面積から防火上有効な措置が講じられた構造を有する部分を除いた面積（基準面積）が

1,000 平方メートル未満である施設は、特定施設水道連結型スプリンクラー設備を設置するこ

とができる。」

参－40

消防法施行令の改正

により、病院、診療所、

助産院などの医療施

設も追加されている

ため。

275 ㎡未満も義務付け

がなされたため、小規

模社会福祉施設の定

義を削除

根拠法令の消防法施

行令を簡単に説明
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現 行 改正案 備  考

排水設備工事施行基準

２０１１

（2015.6 改正版）

鹿 児 島 市 水 道 局

排水設備工事施行基準

２０１１

（2017.6 改正版）

鹿 児 島 市 水 道 局

【表紙】

改正年月を変更。
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現 行 改正案 備  考
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現 行 改正案 備  考

第２節 工事施行に伴う申請手続等

１ 排水設備工事の施行承認

１．１ 施行承認の意義

排水設備等の新設・改造又は撤去をしようとする者は，条例第 6 条の規定に基づき，あらかじめ

管理者に申し込み，その承認を受けなければならない。これは，工事の着手前に，法令等の技術上

の基準に適合しているか否かについて行うものであり，私法上の土地利用又は賃借等の権利関係ま

で立ち入って確認するものではない。

１．２ 承認要件

排水設備は関係法令，本市の条例・排水設備工事施行基準等の規定に基づく技術上の基準に適合

しているものであること。

  ⑴ 処理区域内であって当該排水設備の設置が可能な立地条件にあること。

  ⑵ 汚水と雨水を分離して排除する構造であること。

  ⑶ 排水の水質基準に適合すること。

  ⑷ その他排水管理に支障を及ぼさないこと。

１．３ 施行承認の申込み

施行承認の申込みは，施行規程に定める様式に必要事項を記入して管理者に提出する。

   「排水設備工事申請・設計書」（施行規程 様式第 1 号）の所定欄に次の事項を記入して提出す

る。

  ⑴ 設置場所

    排水設備を設置する場所の所在地を記入する。

  ⑵ 申請者・使用者

排水設備を設置する者（申請者）の現住所及び氏名を記入し押印する。法人等の場合，代表者

氏名も記入する。また，氏名及び代表者氏名にフリガナを記入する。

排水設備を使用する者（使用者）の氏名を記入し押印する。法人等の場合，代表者氏名も記入

する。また，氏名及び代表者氏名にフリガナを記入する。

  ⑶ 排水設備番号

  ⑷ 幹線所有者・土地所有者・家屋所有者

    当該排水設備において，利害関係人が存在する場合には承諾を確認する。

  ⑸ 委任状

排水設備工事の申請及び工事施行その他工事に関する一切の事項を指定排水工事業者に委任

するためのものである。委任の範囲について申請者と指定排水工事業者双方が納得したうえで押

印し提出されるものである。

    管理者への申請等に関連する委任事項は次のとおりである。

ア 工事の施行承認等工事に伴う管理者への諸手続

イ 工事施行

ウ 工事に係る設計審査・工事検査手数料の納付又は還付に関する一切の権限

-7-
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合しているものであること。
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  ⑴ 設置場所

    排水設備を設置する場所の所在地を記入する。
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  ⑶ 排水設備番号

  ⑷ 幹線所有者・土地所有者・家屋所有者

    当該排水設備において，利害関係人が存在する場合には承諾を確認する。

  ⑸ 委任及び誓約

排水設備工事の申請及び工事施行その他工事に関する一切の事項を指定排水工事業者に委任

するためのものであり，また排水設備について第三者から異議申立てを受けたときは申請者の

責任において解決するとともに，排水設備は条例にしたがい管理することを誓約するものであ

る。委任の範囲と誓約内容について，申請者と指定排水工事業者双方が納得することが必須で

ある。
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  ⑹ 誓約書

排水設備について第三者から異議申立てを受けたときは申請者の責任において解決するとと

もに，排水設備は条例にしたがい管理することを誓約するものである。誓約内容について申請者

が納得したうえで押印し提出されるものである。

-8-

イ 工事施行

ウ 工事に係る設計審査・工事検査手数料の納付又は還付に関する一切の権限

-8-
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排水設備工事施行基準（新旧対照表）

現 行 改正案 備  考

⑵ オイル阻集器（油水分離槽）

   公共下水道に接続するガソリンスタンド・自動車整備工場等の油水分離は，機械的に浮上分離す

るもののほか，以下のとおりとする。

  ア オイル阻集器への排水系統には，雨水を混入させないよう必要な措置を講ずること。

  イ オイル阻集器に生活系排水を接続しないこと。

ウ オイル阻集器は 5 槽構造とし，最初の槽は砂又は泥の沈殿槽とする。ただし，前段に砂又は泥

の沈殿槽を設置する場合は，最初の沈殿槽を省略して 4 槽構造とすることができる。

  エ 沈殿槽を除く分離槽の有効容量は，最大使用水量の 30 分以上滞留できる大きさとする。なお，

容量が 500ℓに満たない場合は，最低容量を 500ℓとする。

  オ 各槽の有効水深は 500 ㎜以上とし，連結管の流入側は原則として底面より 150 ㎜の高さとす

る。

  カ 浮上分離した油分が再び水中に拡散することがないよう，各槽には段差がない構造とするこ

と。

  キ オイル阻集器は降雨の影響がないよう，蓋をすること。

  ク 油水分離槽の後段には検水ますを設置すること。

   図 3－24 オイル阻集器の構造（参考図）

-46-

⑵ 油水分離槽

   公共下水道に接続するガソリンスタンド・整備工場等の油水分離は，機械的に浮上分離するも

ののほか，以下の基準による。

  ア 油水分離槽または油水分離槽への排水経路には，雨水を混入しないよう必要な措置を講ずる

こと。

  イ 油水分離槽へは原則として生活系排水を接続しないこと。

ウ 油水分離槽は 5 槽構造とし，最初の槽は砂または泥の沈殿槽とする。

（最低容量は 125 ℓ とする。）ただし，前段に砂または泥の沈殿槽を設置する場合は，最初の沈

殿槽を省略して 4 槽構造とすることができる。

  エ 沈殿槽を除く分離槽の有効容量は，最大使用水量の 30 分以上滞留できる大きさとする。た

だし，容量が 500 ℓ に満たない場合は 500 ℓ を最低容量とする。

  オ 各槽の有効水深は 500 ㎜以上とし，連結管の流入側は底面より原則として 150 ㎜～250 ㎜と

する。

  カ 浮上分離した油水が再び水中に拡散することを防ぐため，各槽には段差がない構造とするこ

と。

  キ 油水分離槽は降雨の影響を防ぐため，蓋をし、一段高くすること。

  ク 油水分離槽の後段には検水ますを設置すること。

   図 3－24 油水分離槽の構造（参考図）

-46-

8.阻集器

(2) 油水分離槽

ア～キの文言の修正及

び図 3-24 の修正。

沈殿 油水分離 検水

150~250mm

500mm 以上

500mm
300mm

500mm

GL GLGL
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現 行 改正案 備  考

⑸ ランドリー阻集器

   洗濯場及びこれに準じる施設の排水系統には，汚水中に含まれる糸くず・布くず・ボタンなどの

不溶性物質を有効に分離できる構造の阻集器を設ける。（営業用洗濯機内に阻集機能のない場合床

排水に設置）阻集器の中には，取外し可能なバスケット形スクリーンを設ける。

図 3－27 ランドリー阻集器の例

⑹ プラスタ（石膏）阻集器

   歯科医院・外科医院及びこれに準じる施設の排水系統には，汚水中に含まれるプラスタ・貴金属・

美容用粘土などの不溶性物質を有効に分離できる構造の阻集器を設ける。プラスタ等は排水管に流

入すると，管壁に付着し凝固して容易に取れなくなる。

図 3－28 プラスタ（石膏）阻集器の例

-48-

⑸ ランドリー阻集器

   洗濯場及びこれに準じる施設の排水系統には，汚水中に含まれる糸くず・布くず・ボタンなど

の不溶性物質を有効に分離できる構造の阻集器を設ける。（営業用洗濯機内に阻集機能のない場合

床排水に設置）阻集器の中には，取外し可能なバスケット形スクリーンを設ける。

図 3－27 ランドリー阻集器の例

⑹ プラスタ（石膏）阻集器等

   歯科医院・外科医院及びこれに準じる施設の排水系統には, 汚水中に含まれるプラスタ・貴金

属・美容用粘土などの不溶性物質（以下、「プラスタ等」という。）を有効に分離できる構造の阻

集器を設ける。また, 歯科医業及びこれに準じる施設に用いる診察台の排水経路には三段ますを

設ける。プラスタ等は排水管に流入すると, 管壁に付着し凝固して容易に取れなくなる。

-48-

8.阻集器

(6) プラスタ（石膏）阻

集器

説明文の修正。

表 3-11 の追加。

図 3-28 を図 3-28-1、
図 3-28-2 へ変更。

図 3-28-1 プラスタ（石膏）阻集器の例
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現 行 改正案 備  考

-49-

診察台数 三段ますの有効容量

３台以下の場合 ９３ℓ 以上

４台 １１３ℓ 以上

５台 １３３ℓ 以上

１台増す毎に ２０ℓ 加算される

表 3-11 三段ますの有効容量

400

300

300φ

300

400

400400

ステンレス製 網かご（１ｍｍ目幅）

（単位：ｍｍ）

＜平面図＞

＜断面図＞

三段桝の容量：角桝(48Ｌ)＋角桝(48Ｌ)＋丸桝(21L)＝117Ｌ三段ますの容量：角ます(48ℓ)＋角ます(48ℓ)＋丸ます(21ℓ)＝117ℓ

図 3-28-2 三段ますの例（診察台 4 台の場合）
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現 行 改正案 備  考

９ ディスポーザ

⑴ ディスポーザ排水処理システム

  ア システム 厨房から発生する生ごみを破砕する部位（ディスポーザ）及び破砕された生ごみを

排水・処理し，汚濁負荷を低減する部位（排水処理部）から構成されたものであって，次に掲げ

るものをいう。ただし、(ｲ)から(ｴ)までに掲げるものについては、平成２７年６月３０日までに

第３条の規定による申請を受理した場合に限る。

   (ｱ) 公益社団法人日本下水道協会（以下、「下水道協会」という。）の定める「下水道のための

ディスポーザ排水処理システム性能基準（案）（平成２５年３月）」に基づく同協会の製品認

証を受けたもの。

   (ｲ) 建築基準法の一部を改正する法律（平成１０年法律第１００号）第３条の規定に基づき改

正される前の建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第３８条の規定に基づく建設大臣認

定を受けたもの。

   (ｳ) (ｲ)の建設大臣認定と同等の取扱いをするよう旧建設省から通知のあったもの。

(ｴ) 社団法人日本下水道協会が示した「ディスポーザ排水処理システム性能基準（案）（平成１

６年３月）」に適合する評価を受けたもの。

  イ ディスポーザ排水処理システムを設置する場合は，管理者が別に定める「ディスポーザ排水処

理システム取扱要綱」に基づき，管理者の承認を受けなければならない。

  ウ 排水処理槽を設置する場合は，排水処理槽の下流に検水ますを設置する。

-49-

９ ディスポーザ

⑴ ディスポーザ排水処理システム

  ア システム

    厨房から発生する生ごみを破砕する部位（ディスポーザ）及び破砕された生ごみを排水・処

理し，汚濁負荷を低減する部位（排水処理部）から構成されたものであって，公益社団法人日

本下水道協会（以下、「下水道協会」という。）の定める「下水道のためのディスポーザ排水処

理システム性能基準（案）（平成２５年３月）」に基づく同協会の製品認証を受けたものをいう。

  イ ディスポーザ排水処理システムを設置する場合は，管理者が別に定める「ディスポーザ排水

処理システム取扱要綱」に基づき，管理者の承認を受けなければならない。

  ウ 排水処理槽を設置する場合は，排水処理槽の下流に検水ますを設置する。

-50-

9.ディスポーザ

(1) ディスポーザ排水

処理システム

アの文言の修正及び

(ｱ)～(ｴ)の削除。


